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被保険者の住民票住所
〒

⑭
　　　職業
　　　年収

⑮ ⑯

⑰被扶養者の住所資格確認書
発行要否 認定の理由 被扶養者となった日⑱個人番号（マイナンバー）

備　　　　　考

※健保
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⑨

⑩被扶養者の氏名
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健康保険被扶養者 （認定）届

① ②
③ 被   保   険   者   の   氏   名 ④ 生   年   月   日

 ⑤  ⑥
⑦資格取得年月日

 ⑧
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１．　④及び⑪の生年月日は、該当する年号を○で囲み、昭和５１年６月７日の場合は、「５１　０６　０７」のように記入してください。

２．　⑤及び⑫の性別は、該当する文字を○で囲んでください。

３．　⑦の取得年月日は、該当する年号を○で囲み、平成３１年４月１日資格取得の場合は、「３１　０４　０１」のように記入してください。

４．　⑧の標準報酬月額は、この届を提出するときの月額を記入してください。

５.　 ⑨資格確認書の発行が必要な場合は「□発行が必要」にチェックを入れて下さい。

６．　⑩の被扶養者の氏名には、必ずフリガナをふってください。

７．　⑬の続柄は、被保険者との続柄を「夫」・「妻」・「長女」・「父」・「祖父」・「祖母」・「妻の母」・「内縁の妻」のように記入してください。

８．　⑭は、該当する番号を〇で囲み、収入のある方は年収を記入してください。

９．  ⑮の認定の理由は、該当する番号を〇で囲んでください。その他の場合は５.に理由を記入してください。

10． ⑰は被保険者と同居または別居のいずれかを○で囲み、住民票の住所を必ず記入してください。住民票の住所以外に居所がある場合は、居所もあわせて

　　　ご記入ください。

11． ⑱にマイナンバーを間違いのないように記入してください。

12． 18歳未満の学生および幼児を実子として届け出る以外は、別紙の被扶養者認定資料を添付してください。

13． 認定資料以外にその方が被保険者によって生計を維持されていることを証明できる資料を添付してください。

　  　（例……大学生・専門学生→学生証のコピー、給与所得のある方→給与明細書直近3カ月のコピー、事業所得のある方→税務署の受付印のある申告書及び

　  　決算書のコピー、年金所得のある方→年金支払通知書等、別居の場合→直近3カ月の送金・振込の証明書、内縁の夫婦→両者の戸籍謄本）

14． 被保険者の直系尊属、配偶者、子、孫、弟妹、兄姉以外の方を届け出る場合は、被保険者と同一世帯に属していることを証明できる住民票（続柄が省略されて

　　　いないもの）などを添付してください。

15． 配偶者（20歳以上60歳未満）の「国民年金第3号被保険者届」は直接日本年金機構に提出してください。

※そのほか、状況に応じて資料の提出をしていただく場合があります。

◎　被扶養者として届け出ることができる人は、国内に住所を有している人（国内に生活の基盤があると認められる人）で、次の親族で主として被保険者の収入で

　生計を維持している人です。

　⑴　被保険者の配偶者（内縁を含む）、直系尊属、子、孫、弟妹、及び兄姉

　⑵　被保険者の三親等内の親族、内縁の配偶者の父母及び子で「同一の世帯」に属する人。

　　  「主として被保険者の収入で生計を維持する人」とは、恒常的な年間総収入が一定額以下（基準額は変更されますので、事業所の担当者、当組合にお尋ね

　　　ください。）であって被保険者に生計の大半を依存している人であることが原則です。

記入の方法

※届出書に記入した内容を訂正する場合は、訂正箇所を二重線で抹消し、正しい内容を記入のうえ、訂正者の氏名を記入してください。

なお、 押印している場合は、 上記の方法による訂正または押印による訂正のどちらかをしてください。


